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1.　引用文：引用した史料に関しては、注でその引用箇所を示した（著者 刊行年、頁）。引用文中の〔　〕は本論執筆者が補った部分であり、……は引用文の省略を示す。また、引用文中の（　）は原文中にあった部分であり、本論執筆者の補った部分ではない。

2.　参照した文献：（著者 刊行年、頁）で示した。同じ著者で刊行年が同一の文献が複数ある場合には、参考文献表の順に刊行年の後にa,b,c,……を付した。ただし、論文集に再録された論文や再刊された研究書を使用した場合には、刊行年に関しては、初出年/再刊年で表し、書誌の末尾に初出時の刊行地と刊行年とを（　）内に示した。

3.　参考文献：参考文献は、著者名の50音順に並べる。

※
1．（引用の仕方）については、例えば引用文の省略については
…中略…
…（中略）…
のようにいろいろなやり方がある。指導教員と相談の上、統一すること

2．（出典の示し方）もいろいろなやり方がある。上記の例は本文中に出典を示したいときの書き方。脚注や後注を用いることもできる。

2. 参照した情報の出典は脚注に示す。
2. 参照した情報の出典は後注に示す。

など

3．参考文献の並べ方についても、複数種の並べ方がある。ひとつに決めて、統一すること。
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